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人事院規則一〇―五（職員の放射線障害の防止）
（昭和三十八年九月二十五日人事院規則一〇―五）

最終改正：平成二四年六月二九日人事院規則一〇―一三―一

　人事院は、国家公務員法 に基づき、人事院規則一〇―五（職員の放射線障害の防止）の
全部を次のように改正する。

（趣旨）
第一条 　職員の放射線障害の防止について必要な事項は、規則一〇―四（職員の保健及び
安全保持）及び規則一〇―一三（東日本大震災により生じた放射性物質により汚染された
土壌等の除染等のための業務等に係る職員の放射線障害の防止）に定めるもののほか、こ
の規則の定めるところによる。

（基本原則）
第二条 　各省各庁の長は、職員が放射線を受けることをできるだけ少なくするように努め
なければならない。

（定義）
第三条 　この規則で「放射線」とは、直接又は間接に空気を電離する能力をもつ粒子線又
は電磁波で、次に掲げるものをいう。
一 　アルファ線、重陽子線、陽子線その他の重荷電粒子線
二 　ベータ線及び電子線
三 　中性子線
四 　ガンマ線及びエックス線

２ 　この規則で「放射性物質」とは、放射線を放出する同位元素（以下「放射性同位元
素」という。）、その化合物及びこれらの含有物で、次の各号のいずれかに該当するもの
をいう。
一 　放射性同位元素が一種類であり、かつ、別表第一の第一欄に掲げるものにあつて
は、同欄に掲げる種類に応じ、同表の第二欄に掲げる数量及び同表の第三欄に掲げる濃
度を超えるもの

二 　放射性同位元素が一種類であり、かつ、別表第二の第一欄に掲げるものにあつて
は、同欄に掲げる種類に応じ、同表の第二欄に掲げる数量を超えるもの。ただし、その
数量が三・七メガベクレル以下の密封されたもの及びその濃度が七十四ベクレル毎グラ
ム以下の固体のものを除く。

三 　放射性同位元素が二種類以上であり、かつ、そのいずれもが別表第一の第一欄に掲
げるものにあつては、次のいずれにも該当するもの
イ　別表第一の第一欄に掲げる放射性同位元素のそれぞれの数量の同表の第二欄に掲げ
る数量に対する割合の和が一を超えるもの



2015/10/7 人事院規則一〇―五（職員の放射線障害の防止）

http://law.e­gov.go.jp/htmldata/S38/S38F04510005.html 2/61

ロ　別表第一の第一欄に掲げる放射性同位元素のそれぞれの濃度の同表の第三欄に掲げ
る濃度に対する割合の和が一を超えるもの

四 　放射性同位元素が二種類以上であり、かつ、前号に掲げるもの以外のものにあつて
は、別表第一の第一欄又は別表第二の第一欄に掲げる放射性同位元素のそれぞれの数量
の別表第一の第二欄又は別表第二の第二欄に掲げる数量に対する割合の和が一を超える
もの。ただし、その数量が三・七メガベクレル以下の密封されたもの及びその濃度が七
十四ベクレル毎グラム以下の固体のものを除く。

３ 　この規則で「管理区域」とは、次の各号の一に該当する区域をいう。
一 　外部放射線による実効線量が、三月間につき一・三ミリシーベルトを超えるおそれ
のある区域

二 　空気中の放射性物質の濃度が、人事院の定める濃度を超えるおそれのある区域
三 　放射性物質によつて汚染される物の表面の放射性物質の密度が、人事院の定める密
度を超えるおそれのある区域

四 　三月間についての外部放射線による実効線量の第一号に掲げる線量に対する割合と
空気中の放射性物質の濃度の第二号に掲げる濃度に対する割合の和が、一を超えるおそ
れのある区域

４ 　前項及び第十四条に規定する実効線量の算定については、人事院の定めるところによ
り行うものとする。

５ 　この規則で「放射線業務」とは、次の各号のいずれかに該当する業務（規則一〇―一
三第一条に規定する除染等関連業務及び特定線量下業務を除く。）をいう。
一 　エックス線を発生させる装置（次号の装置を除く。以下「エックス線装置」とい
う。）の使用又はエックス線の発生を伴う当該装置の検査

二 　サイクロトロン、ベータトロンその他の荷電粒子を加速する装置（以下「荷電粒子
加速装置」という。）の使用又は放射線の発生を伴う当該装置の検査

三 　エックス線管又はケノトロンのガス抜き又はエックス線の発生を伴うこれらの検査
四 　ガンマ線照射装置その他の放射性物質を装備している機器（以下「放射性物質装備
機器」という。）の取扱い

五 　放射性物質又は当該放射性物質若しくは荷電粒子加速装置から発生した放射線によ
り汚染された物の取扱い

六 　原子炉の運転
七 　前各号に掲げる業務に付随する業務で管理区域に立ち入つて行うもの
八 　管理区域内において行う立入検査等（法令に基づくものに限る。）の業務で人事院
が定めるもの

（職員の実効線量及び等価線量の限度）
第四条 　各省各庁の長は、管理区域内において放射線業務に従事する職員の実効線量が、
次に掲げる限度を超えないようにしなければならない。
一 　五年ごとに区分した各期間の実効線量の限度　百ミリシーベルト
二 　一の年度（四月一日から翌年の三月三十一日までをいう。以下同じ。）の実効線量
の限度　五十ミリシーベルト

三 　四月一日、七月一日、十月一日及び一月一日を初日とする各三月間の女子（妊娠す
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る可能性がないと診断された女子及び妊娠と診断された時から出産までの間（以下「妊
娠中」という。）の女子を除く。）の実効線量の限度　五ミリシーベルト

四 　妊娠中の女子の体内に摂取した放射性物質からの放射線に被ばくすること（以下
「内部被ばく」という。）による実効線量の限度　一ミリシーベルト

２ 　各省各庁の長は、管理区域内において放射線業務に従事する職員の等価線量が、次に
掲げる限度を超えないようにしなければならない。
一 　一の年度の等価線量の限度　眼の水晶体については百五十ミリシーベルト、皮膚に
ついては五百ミリシーベルト

二 　妊娠中の女子の腹部表面の等価線量の限度　二ミリシーベルト
３ 　第二十条第一項各号の一に該当する場合において、放射線障害を防止するための緊急
を要する作業（以下「緊急作業」という。）に従事する男子職員及び妊娠する可能性がな
いと診断された女子職員の当該緊急作業の期間中の線量は、前二項の規定にかかわらず、
次に掲げる限度を超えないようにしなければならない。
一 　実効線量の限度　百ミリシーベルト
二 　等価線量の限度　眼の水晶体については三百ミリシーベルト、皮膚については一シ
ーベルト

（職員の線量の測定）
第五条 　各省各庁の長は、業務上管理区域に立ち入る職員の外部放射線に被ばくすること
（以下「外部被ばく」という。）による線量及び内部被ばくによる線量を測定しなければ
ならない。

２ 　前項の外部被ばくによる線量の測定は、職員が管理区域に立ち入つている間、継続し
て、次に定めるところにより行わなければならない。
一 　測定は、一センチメートル線量当量及び七十マイクロメートル線量当量（次号ハに
掲げる部位については、七十マイクロメートル線量当量に限る。）について行うものと
すること。ただし、中性子線については、一センチメートル線量当量を測定すること。

二 　前号の測定は、次に掲げる部位に放射線測定器を装着させて行うものとすること。
ただし、放射線測定器によることが著しく困難な場合には、計算によつて算出するこ
と。
イ　胸部（女子（妊娠する可能性がないと診断された女子を除く。以下同じ。）にあつ
ては、腹部）

ロ　頭部・頸部、胸部・上腕部及び腹部・大腿部のうち、外部被ばくによる線量が最大
となるおそれのある部位が胸部・上腕部以外（女子にあつては、腹部・大腿部以外）
の部位であるときは、当該部位

ハ　人体部位のうち、外部被ばくによる線量が最大となるおそれのある部位が頭部・頸
部、胸部・上腕部及び腹部・大腿部以外の部位であるときは、当該部位（中性子線の
場合を除く。）

３ 　第一項の内部被ばくによる線量の測定は、密封されていない放射性物質若しくはこれ
により汚染された物を取り扱う室（以下「作業室」という。）その他放射性物質を吸入摂
取し、又は経口摂取するおそれのある場所に立ち入る職員について、三月（妊娠中の女子
及び一月に受ける実効線量が一・七ミリシーベルトを超えるおそれのある女子にあつて
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は、一月）を超えない期間ごと及び放射性物質を誤つて吸入摂取し、又は経口摂取したと
きに行わなければならない。

４ 　前三項に規定する測定並びにこれらの測定の結果に基づく実効線量及び等価線量の算
定は、放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律 （昭和三十二年法律第百
六十七号。以下「防止法」という。）第二十条 の規定に基づいて定められる技術上の基
準によつて行うものとする。

（施設等の基準）
第六条 　各省各庁の長は、職員に放射線業務（第三条第五項第八号の業務を除く。）を行
わせるには次条から第十条までに定めるもののほか、防止法第六条 、医療法 （昭和二十
三年法律第二百五号）第二十三条 及び核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関す
る法律 （昭和三十二年法律第百六十六号）第二十四条第一項 に規定する基準に適合した
施設等で行わせなければならない。

（エックス線装置に係る防護措置）
第七条 　各省各庁の長は、定格管電圧（波高値による。以下同じ。）が十キロボルト以上
のエックス線装置（エックス線又はエックス線装置の研究又は教育のため使用の都度組み
立てる装置及び診療用エックス線装置を除く。）については、次に掲げる防護措置をとつ
たものを使用させなければならない。
一 　使用の目的が妨げられない限り人事院の定める性能を有する照射筒又は絞りを取り
付けること。

二 　ろ過板を取り付けること。ただし、作業の性質上軟線を利用しなければならない場
合又は職員が軟線を受けるおそれがない場合には、この限りでない。

三 　利用するエックス線管焦点受像器間距離において、エックス線照射野が受像面（受
像面が円形であつて、かつ、エックス線照射野が矩形の場合にあつては、受像面に外接
する大きさ）を超えないようにすること。

四 　透視を行う場合には、次に掲げる措置をとること。ただし、エックス線の照射中に
職員の身体の全部又は一部をその装置内部に入れることができないように遮へいされた
構造のエックス線装置を用いて行うときは、この限りでない。
イ　透視の作業に従事する職員が作業位置でエックス線の発生を止め、又は利用線錐を
遮へいすることができる設備を設けること。

ロ　定格管電流の二倍以上の電流がエックス線管に通じたときに、直ちにエックス線管
回路を開放位にする自動装置を設けること。

ハ　利用線錐中の蛍光板、イメージインテンシファイア等の受像器を通過したエックス
線の空気中の空気カーマ率が、エックス線管の焦点から一メートルの距離において十
七・四マイクログレイ毎時以下になるようにすること。ただし、第九条第一項各号の
いずれかに該当するエックス線装置を用いて行うときは、この限りでない。

ニ　透視時の最大受像面を三・〇センチメートル超える部分を通過したエックス線の空
気中の空気カーマ率が、エックス線管の焦点から一メートルの距離において十七・四
マイクログレイ毎時以下になるようにすること。ただし、第九条第一項各号のいずれ
かに該当するエックス線装置を用いて行うときは、この限りでない。
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ホ　被照射体の周囲には、利用線錐以外のエックス線を有効に遮へいするための適当な
設備を備えること。ただし、第九条第一項各号のいずれかに該当するエックス線装置
を用いて行うときは、この限りでない。

（標識の掲示）
第八条 　各省各庁の長は、次の表の上欄に掲げる装置又は機器の区分に応じて、それぞれ
同表の下欄に掲げる掲示事項を明記した標識を、当該装置若しくは機器又はその附近の場
所に掲げなければならない。
装置又は機器 掲示事項

エックス線装置 定格出力

荷電粒子加速装
置

装置の種類、放射線の種類及び最大エネルギー

放射性物質装備
機器

機器の種類並びに装備された放射性物質に含まれた放射性同位元素の
種類及び数量

（エックス線装置室）
第九条 　各省各庁の長は、エックス線装置（診療用エックス線装置を除く。以下この条、
第十一条及び第十二条において同じ。）を設置する場合には、専用の室を設け、当該エッ
クス線装置をその室内に設置しなければならない。ただし、次に掲げるエックス線装置に
ついては、この限りでない。
一 　随時移動させて使用するエックス線装置
二 　専用の室内に設置することが著しく困難なエックス線装置
三 　装置の外側表面における外部放射線による一センチメートル線量当量率が二十マイ
クロシーベルト毎時を超えないように遮へいされた構造のエックス線装置

２ 　各省各庁の長は、前項の規定に基づき設けられた専用の室（以下「エックス線装置
室」という。）の入口に、次に掲げる事項を表示する標識を掲げなければならない。
一 　エックス線装置室であること。
二 　エックス線装置室内に設置されているエックス線装置の種類

３ 　各省各庁の長は、必要のある職員以外の職員をエックス線装置室内に立ち入らせては
ならない。

（警報装置）
第十条 　各省各庁の長は、次の各号に掲げる場合にその旨を自動的に警報する装置を当該
各号に掲げる装置のある場所の入口に設けなければならない。ただし、定格管電圧が百五
十キロボルト以下のエックス線装置又はその装備している放射性物質の数量が四百ギガベ
クレル未満のガンマ線照射装置を使用する場合には、自動警報装置以外の警報装置とする
ことができる。
一 　エックス線装置又は荷電粒子加速装置に電力が供給されている場合
二 　エックス線管若しくはケノトロンのガス抜き又はエックス線の発生を伴うこれらの
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検査を行う装置に電力が供給されている場合
三 　ガンマ線照射装置で照射している場合

（エックス線装置等の定期検査）
第十一条 　各省各庁の長は、エックス線装置及び電子顕微鏡（定格加速電圧が百キロボル
ト未満の電子顕微鏡を除く。）については、定期検査を行わなければならない。

２ 　各省各庁の長は、前項の検査を行つたときは、その結果について記録を作成しなけれ
ばならない。

３ 　第一項の検査及び前項の記録に関し、必要な事項は、人事院が定める。

（エックス線装置の届出）
第十二条 　各省各庁の長は、エックス線装置を設置し、変更し、又は廃止したときは、人
事院の定めるところにより、当該エックス線装置に関する事項を速やかに人事院に届け出
なければならない。

（管理区域の明示等）
第十三条 　各省各庁の長は、管理区域を標識により明示しなければならない。
２ 　各省各庁の長は、必要のある職員以外の職員を管理区域に立ち入らせてはならない。
３ 　各省各庁の長は、管理区域内の見やすい場所に、放射線測定器の装着に関する注意事
項、放射性物質の取扱い上の注意事項、事故が発生した場合の緊急措置等放射線障害の防
止に必要な事項を掲示しなければならない。

（立入禁止）
第十四条 　各省各庁の長は、エックス線装置又はガンマ線照射装置を随時移動させて使用
する場合には、放射線の照射中、そのエックス線管の焦点又は放射線源及び被照射体から
五メートル（撮影に使用する診療用エックス線装置については二メートル）以内の場所
（外部放射線による実効線量が一週間につき一ミリシーベルト以下の場所を除く。）に職
員を立ち入らせてはならない。ただし、ガンマ線照射装置の照射口の開閉又は放射線源の
位置の調整を行うために立ち入らせる場合には、この限りでない。

２ 　各省各庁の長は、前項の規定により職員の立ち入りが禁止されている場所を標識によ
り明示しなければならない。

（放射線源の確認）
第十五条 　各省各庁の長は、放射性物質装備機器を随時移動させて使用する場合には、使
用後直ちに当該放射性物質装備機器の放射線源が紛失し、漏れ、又はこぼれていないかど
うかを放射線測定器を用いて点検しなければならない。

２ 　各省各庁の長は、前項に規定する点検により放射線源が紛失し、漏れ、又はこぼれて
いることが判明した場合には、直ちに当該放射線源を探査するとともに、放射線による障
害の防止に必要な措置を講じなければならない。

（汚染の防止及び除去）
第十六条 　各省各庁の長は、密封されていない放射性物質又はこれにより汚染された物を
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使用し、保管し、運搬し、保管廃棄し、又は廃棄する場合等において、放射性物質による
汚染（以下「汚染」という。）を防止し、又は除去するに当たつては、次条から第十九条
までに定めるもののほか、防止法第十五条 から第十九条 までの規定に基づいて定められ
る技術上の基準に適合した方法で行わなければならない。

（保護具及び作業衣）
第十七条 　各省各庁の長は、第三条第三項第二号に掲げる濃度又は同項第三号に掲げる密
度を超えて汚染されるおそれのある場所において職員に作業を行わせる場合には、作業の
種類及び内容に応じてそれぞれ適当な保護具を備え、当該作業に従事する職員に使用させ
なければならない。

２ 　各省各庁の長は、作業室において職員に作業をさせる場合には、専用の作業衣及び履
物を備え、当該作業に従事する職員に使用させなければならない。

（飲食等の禁止）
第十八条 　各省各庁の長は、職員に作業室その他放射性物質を吸入摂取し、又は経口摂取
するおそれのある場所における飲食及び喫煙を禁止しなければならない。この場合におい
ては、各省各庁の長は、その旨をその場所に明示しなければならない。

（職員の汚染検査）
第十九条 　各省各庁の長は、作業室において作業に従事した職員が作業室から退室すると
きは、その身体及び作業衣等の汚染の状態を検査しなければならない。

２ 　各省各庁の長は、前項の検査により職員の身体又は作業衣等が第三条第三項第三号に
掲げる密度を超えて汚染されていると認められるときは、次に掲げる措置を講じなければ
当該職員を作業室から退室させてはならない。
一 　身体が汚染されているときは、第三条第三項第三号に掲げる密度以下になるように
その汚染を除去させること。

二 　作業衣等が汚染されているときは、その作業衣等を脱がせること。

（緊急時の退避及び立入禁止）
第二十条 　各省各庁の長は、次の各号の一に該当する場合には、著しく放射線にさらさ
れ、又は汚染されるおそれの生じた区域から直ちに職員を退避させなければならない。こ
の場合においては、各省各庁の長は、直ちにその区域を標識によつて明示しなければなら
ない。
一 　放射線施設（第三条第五項第一号から第六号までに掲げる業務を行う施設をいう。
以下同じ。）内において、外部放射線を遮へいするために設けられた遮へい壁、防護つ
い立その他の遮へい物が、放射性物質の取扱中に破損した場合又は放射線の照射中に破
損し、かつ、直ちにその照射を停止することが困難な場合

二 　作業室内に設けられた局所排気装置又は発散源を密閉する設備が、故障し、破損す
る等により空気が汚染された場合

三 　放射性物質が多量に漏れ、こぼれ、又は散逸した場合
四 　前各号に掲げる場合のほか、著しく放射線にさらされ、又は汚染されるおそれのあ
る不測の事態が生じた場合

http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%4f%93%f1%96%40%88%ea%98%5a%8e%b5&REF_NAME=%96%68%8e%7e%96%40%91%e6%8f%5c%8c%dc%8f%f0&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000001500000000000000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000001500000000000000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000001500000000000000000000000000000
http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%4f%93%f1%96%40%88%ea%98%5a%8e%b5&REF_NAME=%91%e6%8f%5c%8b%e3%8f%f0&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000001900000000000000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000001900000000000000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000001900000000000000000000000000000
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２ 　各省各庁の長は、職員を前項の区域に立ち入らせてはならない。ただし、緊急作業に
従事させる職員については、この限りでない。

（緊急時等に関する報告）
第二十一条 　各省各庁の長は、次に掲げる場合には、速やかにその旨を人事院に報告しな
ければならない。
一 　職員が第四条第一項若しくは第三項第一号に定める実効線量の限度又は同条第二項
若しくは第三項第二号に定める等価線量の限度を超えて被ばくした場合

二 　前条第一項各号の一に該当する場合

（緊急時等の診察又は処置）
第二十二条 　各省各庁の長は、次に掲げる職員に、速やかに医師の診察又は処置を受けさ
せなければならない。
一 　第四条第一項若しくは第三項第一号に定める実効線量の限度又は同条第二項若しく
は第三項第二号に定める等価線量の限度を超えて被ばくした職員

二 　第二十条第一項の規定に該当する場合において、当該区域に居合わせた職員
三 　放射性物質を誤つて吸入摂取し、又は経口摂取した職員
四 　容易に除去することができない程度に皮膚が汚染された職員
五 　皮膚の創傷部が汚染された職員

（管理区域の線量当量率等の測定等）
第二十三条 　各省各庁の長は、管理区域を明示した後初めて管理区域内において職員に放
射線業務に従事させる際及び一月（使用の方法及び遮へい物の位置を一定にして放射線を
発生する装置を固定し使用する場合並びに三・七ギガベクレル以下の放射性物質を装備し
ている機器を使用する場合にあつては、六月）を超えない期間ごとに、管理区域内及び管
理区域の外側の外部放射線による一センチメートル線量当量率又は一センチメートル線量
当量（七十マイクロメートル線量当量率が一センチメートル線量当量率の十倍を超えるお
それのある場所又は七十マイクロメートル線量当量が一センチメートル線量当量の十倍を
超えるおそれのある場所においては、それぞれ七十マイクロメートル線量当量率又は七十
マイクロメートル線量当量）を測定しなければならない。

２ 　各省各庁の長は、作業室を新設し、又は変更した後初めて作業室において職員に放射
線業務に従事させる際及び一月を超えない期間ごとに、作業室内の空気中の放射性物質の
濃度及び物の表面の放射性物質の密度を測定しなければならない。

３ 　各省各庁の長は、第二十条第一項の規定に該当する場合には、同項の規定により明示
した区域内の外部放射線による一センチメートル線量当量率、空気中の放射性物質の濃度
及び物の表面の放射性物質の密度を測定しなければならない。

４ 　前三項の測定は、放射線測定器を用いて行うものとする。ただし、放射線測定器を用
いて測定することが著しく困難な場合には、計算により算出することができる。

５ 　各省各庁の長は、第一項から第三項までの規定による測定結果を、見やすい場所に掲
示する等の方法によつて、関係職員に周知させなければならない。

（記録等）
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第二十四条 　各省各庁の長は、次に掲げるものについて記録を作成しなければならない。
一 　第五条の規定による職員の線量の測定の結果並びにこれに基づき算定した実効線量
及び等価線量

二 　第十九条第二項第一号の措置を講じられた職員の身体の汚染の状態
三 　緊急作業に従事した職員及び第二十二条の規定により医師の診察又は処置を受けた
職員の実効線量及び等価線量又は汚染の状態

四 　放射線業務に従事した職員の作業内容等
五 　前条第一項から第三項までの規定による測定の結果

２ 　前項第一号については、四月一日、七月一日、十月一日及び一月一日を初日とする三
月ごと、一の年度ごと並びに妊娠中の女子及び一月に受ける実効線量が一・七ミリシーベ
ルトを超えるおそれのある女子にあつては毎月一日を初日とする一月ごとに、その期間中
における線量の測定の結果並びにこれに基づき算定した当該期間における実効線量及び等
価線量をそれぞれ記録するものとする。

３ 　前項による実効線量の算定の結果、一の年度についての実効線量が二十ミリシーベル
トを超えた場合は、当該年度以降は、当該年度を含む第四条第一項第一号に規定する五年
ごとに区分した期間の累積実効線量（一の年度ごとに算定された実効線量の合計をいう。
以下同じ。）を当該期間中毎年度集計し、その線量の記録を作成しなければならない。

４ 　各省各庁の長は、第五条の規定に基づき線量を測定された職員に、前二項の記録後速
やかにその職員の当該期間中の実効線量及び等価線量並びに累積実効線量を知らせなけれ
ばならない。

（教育の実施）
第二十五条 　各省各庁の長は、職員を放射線業務に従事させる場合には、あらかじめ人事
院の定めるところにより放射線障害の防止のための教育を行わなければならない。

（健康診断）
第二十六条 　放射線業務に従事する職員に係る規則一〇―四別表第三第二号に掲げる業務
に係る規則一〇―四第十九条第一項の健康診断及び規則一〇―四第二十条第二項第二号の
特別定期健康診断の検査の項目は、次に掲げるものとする。
一 　被ばく経歴の評価
二 　末梢血液中の白血球数及び白血球百分率の検査
三 　末梢血液中の赤血球数の検査及び血色素量又はヘマトクリット値の検査
四 　白内障に関する眼の検査
五 　皮膚の検査

２ 　前項に規定する規則一〇―四第十九条第一項の健康診断については、使用する線源の
種類等に応じて前項第四号に掲げる検査項目を省略することができる。

３ 　第一項に規定する特別定期健康診断は、その業務に従事した後六月を超えない期間ご
とに一回行わなければならない。

４ 　第一項に規定する特別定期健康診断の検査項目のうち同項第二号から第五号までに掲
げる検査項目については、当該特別定期健康診断を行おうとする日の属する年度の前年度
の実効線量が五ミリシーベルトを超えず、かつ、当該特別定期健康診断を行おうとする日
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の属する年度の実効線量が五ミリシーベルトを超えるおそれのない職員にあつては、医師
が必要と認めるときに限りその全部又は一部を行うものとし、それ以外の職員にあつて
は、医師が必要でないと認めるときは、その全部又は一部を省略することができる。

（放射線障害防止管理規程）
第二十七条 　各省各庁の長は、職員の放射線障害を防止するため、次に掲げる事項につい
て、放射線業務を行う官署ごとに放射線障害防止管理規程を作成し、職員に周知させなけ
ればならない。
一 　放射線障害の防止に関する事務を処理する官職の名称及び当該官職の放射線障害の
防止に係る職務内容

二 　放射線業務に係る放射性物質、放射線を発生する装置若しくは器具又は測定用若し
くは防護用の器具等の使用、取扱い及び保守に関すること。

三 　放射線業務に従事する職員の範囲に関すること。
四 　管理区域の明示、管理区域への立入制限等管理区域の管理及び管理区域内での作業
位置に関すること。

五 　放射線業務に従事する職員又は業務上管理区域に立ち入る必要のある職員に対する
教育及び訓練に関すること。

六 　放射線障害が発生しているかどうかを発見するために必要な措置に関すること。
七 　放射線障害を受けた職員又は受けたおそれのある職員に対する保健上必要な措置に
関すること。

八 　職員の実効線量、等価線量及び累積実効線量並びに放射線施設内における線量当量
率等の測定並びにそれらの記録及びその保管に関すること。

九 　緊急時の措置に関すること。
十 　その他放射線障害の防止に必要な事項

２ 　各省各庁の長は、放射線障害防止管理規程を作成（変更を含む。）したときは、速や
かに人事院に報告しなければならない。

（調整）
第二十八条 　管理区域内において放射線業務に従事する職員のうち規則一〇―一三第一条
に規定する除染等関連業務又は特定線量下業務に従事する又は従事していた職員がこれら
の業務への従事の際に受ける又は受けた線量については、放射線業務に従事する際に受け
る線量とみなす。

別表第一　（第三条関係） 

第１欄 第２欄 第３欄

放射性同位元素の種類 数量
（Ｂ
ｑ）

濃度（Ｂ
ｑ／ｇ）

核種 化学形等

３Ｈ 　 １×１
０９

１×１０
６
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７Ｂｅ 　 １×１
０７

１×１０
３

１０Ｂｅ 　 １×１
０６

１×１０
４

１１Ｃ 一酸化物及び二酸化物 １×１
０９

１×１０
１

１１Ｃ 一酸化物及び二酸化物以外のもの １×１
０６

１×１０
１

１４Ｃ 一酸化物 １×１
０１１

１×１０
８

１４Ｃ 二酸化物 １×１
０１１

１×１０
７

１４Ｃ 一酸化物及び二酸化物以外のもの １×１
０７

１×１０
４

１３Ｎ 　 １×１
０９

１×１０
２

１５Ｏ 　 １×１
０９

１×１０
２

１８Ｆ 　 １×１
０６

１×１０
１

１９Ｎｅ 　 １×１
０９

１×１０
２

２２Ｎａ 　 １×１
０６

１×１０
１

２４Ｎａ 　 １×１
０５

１×１０
１

２８Ｍｇ 放射平衡中の子孫核種を含む。 １×１
０５

１×１０
１

２６Ａｌ 　 １×１
０５

１×１０
１

３１Ｓｉ 　 １×１
０６

１×１０
３
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３２Ｓｉ 　 １×１
０６

１×１０
３

３２Ｐ 　 １×１
０５

１×１０
３

３３Ｐ 　 １×１
０８

１×１０
５

３５Ｓ 蒸気 １×１
０９

１×１０
６

３５Ｓ 蒸気以外のもの １×１
０８

１×１０
５

３６Ｃｌ 　 １×１
０６

１×１０
４

３８Ｃｌ 　 １×１
０５

１×１０
１

３９Ｃｌ 　 １×１
０５

１×１０
１

３７Ａｒ 　 １×１
０８

１×１０
６

３９Ａｒ 　 １×１
０４

１×１０
７

４１Ａｒ 　 １×１
０９

１×１０
２

４０Ｋ 　 １×１
０６

１×１０
２

４２Ｋ 　 １×１
０６

１×１０
２

４３Ｋ 　 １×１
０６

１×１０
１

４４Ｋ 　 １×１
０５

１×１０
１

４５Ｋ 　 １×１
０５

１×１０
１

４１Ｃａ 　 １×１ １×１０
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０７ ５

４５Ｃａ 　 １×１
０７

１×１０
４

４７Ｃａ 　 １×１
０６

１×１０
１

４３Ｓｃ 　 １×１
０６

１×１０
１

４４Ｓｃ 　 １×１
０５

１×１０
１

４４ｍＳｃ 　 １×１
０７

１×１０
２

４６Ｓｃ 　 １×１
０６

１×１０
１

４７Ｓｃ 　 １×１
０６

１×１０
２

４８Ｓｃ 　 １×１
０５

１×１０
１

４９Ｓｃ 　 １×１
０５

１×１０
３

４４Ｔｉ 放射平衡中の子孫核種を含む。 １×１
０５

１×１０
１

４５Ｔｉ 　 １×１
０６

１×１０
１

４７Ｖ 　 １×１
０５

１×１０
１

４８Ｖ 　 １×１
０５

１×１０
１

４９Ｖ 　 １×１
０７

１×１０
４

４８Ｃｒ 　 １×１
０６

１×１０
２

４９Ｃｒ 　 １×１ １×１０
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０６ １

５１Ｃｒ 　 １×１
０７

１×１０
３

５１Ｍｎ 　 １×１
０５

１×１０
１

５２Ｍｎ 　 １×１
０５

１×１０
１

５２ｍＭｎ 　 １×１
０５

１×１０
１

５３Ｍｎ 　 １×１
０９

１×１０
４

５４Ｍｎ 　 １×１
０６

１×１０
１

５６Ｍｎ 　 １×１
０５

１×１０
１

５２Ｆｅ 　 １×１
０６

１×１０
１

５５Ｆｅ 　 １×１
０６

１×１０
４

５９Ｆｅ 　 １×１
０６

１×１０
１

６０Ｆｅ 放射平衡中の子孫核種を含む。 １×１
０５

１×１０
２

５５Ｃｏ 　 １×１
０６

１×１０
１

５６Ｃｏ 　 １×１
０５

１×１０
１

５７Ｃｏ 　 １×１
０６

１×１０
２

５８Ｃｏ 　 １×１
０６

１×１０
１

５８ｍＣｏ 　 １×１
０７

１×１０
４
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６０Ｃｏ 　 １×１
０５

１×１０
１

６０ｍＣｏ 　 １×１
０６

１×１０
３

６１Ｃｏ 　 １×１
０６

１×１０
２

６２ｍＣｏ 　 １×１
０５

１×１０
１

５６Ｎｉ 　 １×１
０６

１×１０
１

５７Ｎｉ 　 １×１
０６

１×１０
１

５９Ｎｉ 　 １×１
０８

１×１０
４

６３Ｎｉ 　 １×１
０８

１×１０
５

６５Ｎｉ 　 １×１
０６

１×１０
１

６６Ｎｉ 　 １×１
０７

１×１０
４

６０Ｃｕ 　 １×１
０５

１×１０
１

６１Ｃｕ 　 １×１
０６

１×１０
１

６４Ｃｕ 　 １×１
０６

１×１０
２

６７Ｃｕ 　 １×１
０６

１×１０
２

６２Ｚｎ 　 １×１
０６

１×１０
２

６３Ｚｎ 　 １×１
０５

１×１０
１

６５Ｚｎ 　 １×１ １×１０
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０６ １

６９Ｚｎ 　 １×１
０６

１×１０
４

６９ｍＺｎ 　 １×１
０６

１×１０
２

７１ｍＺｎ 　 １×１
０６

１×１０
１

７２Ｚｎ 　 １×１
０６

１×１０
２

６５Ｇａ 　 １×１
０５

１×１０
１

６６Ｇａ 　 １×１
０５

１×１０
１

６７Ｇａ 　 １×１
０６

１×１０
２

６８Ｇａ 　 １×１
０５

１×１０
１

７０Ｇａ 　 １×１
０６

１×１０
３

７２Ｇａ 　 １×１
０５

１×１０
１

７３Ｇａ 　 １×１
０６

１×１０
２

６６Ｇｅ 　 １×１
０６

１×１０
１

６７Ｇｅ 　 １×１
０５

１×１０
１

６８Ｇｅ 放射平衡中の子孫核種を含む。 １×１
０５

１×１０
１

６９Ｇｅ 　 １×１
０６

１×１０
１

７１Ｇｅ 　 １×１ １×１０
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０８ ４

７５Ｇｅ 　 １×１
０６

１×１０
３

７７Ｇｅ 　 １×１
０５

１×１０
１

７８Ｇｅ 　 １×１
０６

１×１０
２

６９Ａｓ 　 １×１
０５

１×１０
１

７０Ａｓ 　 １×１
０５

１×１０
１

７１Ａｓ 　 １×１
０６

１×１０
１

７２Ａｓ 　 １×１
０５

１×１０
１

７３Ａｓ 　 １×１
０７

１×１０
３

７４Ａｓ 　 １×１
０６

１×１０
１

７６Ａｓ 　 １×１
０５

１×１０
２

７７Ａｓ 　 １×１
０６

１×１０
３

７８Ａｓ 　 １×１
０５

１×１０
１

７０Ｓｅ 　 １×１
０６

１×１０
１

７３Ｓｅ 　 １×１
０６

１×１０
１

７３ｍＳｅ 　 １×１
０６

１×１０
２

７５Ｓｅ 　 １×１ １×１０
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０６ ２

７９Ｓｅ 　 １×１
０７

１×１０
４

８１Ｓｅ 　 １×１
０６

１×１０
３

８１ｍＳｅ 　 １×１
０７

１×１０
３

８３Ｓｅ 　 １×１
０５

１×１０
１

７４Ｂｒ 　 １×１
０５

１×１０
１

７４ｍＢｒ 　 １×１
０５

１×１０
１

７５Ｂｒ 　 １×１
０６

１×１０
１

７６Ｂｒ 　 １×１
０５

１×１０
１

７７Ｂｒ 　 １×１
０６

１×１０
２

８０Ｂｒ 　 １×１
０５

１×１０
２

８０ｍＢｒ 　 １×１
０７

１×１０
３

８２Ｂｒ 　 １×１
０６

１×１０
１

８３Ｂｒ 　 １×１
０６

１×１０
３

８４Ｂｒ 　 １×１
０５

１×１０
１

７４Ｋｒ 　 １×１
０９

１×１０
２

７６Ｋｒ 　 １×１ １×１０
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０９ ２

７７Ｋｒ 　 １×１
０９

１×１０
２

７９Ｋｒ 　 １×１
０５

１×１０
３

８１Ｋｒ 　 １×１
０７

１×１０
４

８１ｍＫｒ 　 １×１
０１０

１×１０
３

８３ｍＫｒ 　 １×１
０１２

１×１０
５

８５Ｋｒ 　 １×１
０４

１×１０
５

８５ｍＫｒ 　 １×１
０１０

１×１０
３

８７Ｋｒ 　 １×１
０９

１×１０
２

８８Ｋｒ 　 １×１
０９

１×１０
２

７９Ｒｂ 　 １×１
０５

１×１０
１

８１Ｒｂ 　 １×１
０６

１×１０
１

８１ｍＲｂ 　 １×１
０７

１×１０
３

８２ｍＲｂ 　 １×１
０６

１×１０
１

８３Ｒｂ 放射平衡中の子孫核種を含む。 １×１
０６

１×１０
２

８４Ｒｂ 　 １×１
０６

１×１０
１

８６Ｒｂ 　 １×１
０５

１×１０
２
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８７Ｒｂ 　 １×１
０７

１×１０
４

８８Ｒｂ 　 １×１
０５

１×１０
１

８９Ｒｂ 　 １×１
０５

１×１０
１

８０Ｓｒ 　 １×１
０７

１×１０
３

８１Ｓｒ 　 １×１
０５

１×１０
１

８２Ｓｒ 放射平衡中の子孫核種を含む。 １×１
０５

１×１０
１

８３Ｓｒ 　 １×１
０６

１×１０
１

８５Ｓｒ 　 １×１
０６

１×１０
２

８５ｍＳｒ 　 １×１
０７

１×１０
２

８７ｍＳｒ 　 １×１
０６

１×１０
２

８９Ｓｒ 　 １×１
０６

１×１０
３

９０Ｓｒ 放射平衡中の子孫核種を含む。 １×１
０４

１×１０
２

９１Ｓｒ 　 １×１
０５

１×１０
１

９２Ｓｒ 　 １×１
０６

１×１０
１

８６Ｙ 　 １×１
０５

１×１０
１

８６ｍＹ 　 １×１
０７

１×１０
２

８７Ｙ 放射平衡中の子孫核種を含む。 １×１ １×１０
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０６ １

８８Ｙ 　 １×１
０６

１×１０
１

９０Ｙ 　 １×１
０５

１×１０
３

９０ｍＹ 　 １×１
０６

１×１０
１

９１Ｙ 　 １×１
０６

１×１０
３

９１ｍＹ 　 １×１
０６

１×１０
２

９２Ｙ 　 １×１
０５

１×１０
２

９３Ｙ 　 １×１
０５

１×１０
２

９４Ｙ 　 １×１
０５

１×１０
１

９５Ｙ 　 １×１
０５

１×１０
１

８６Ｚｒ 　 １×１
０７

１×１０
２

８８Ｚｒ 　 １×１
０６

１×１０
２

８９Ｚｒ 　 １×１
０６

１×１０
１

９３Ｚｒ 放射平衡中の子孫核種を含む。 １×１
０７

１×１０
３

９５Ｚｒ 　 １×１
０６

１×１０
１

９７Ｚｒ 放射平衡中の子孫核種を含む。 １×１
０５

１×１０
１

８８Ｎｂ 　 １×１ １×１０
１
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０５

８９Ｎｂ 　 １×１
０５

１×１０
１

９０Ｎｂ 　 １×１
０５

１×１０
１

９３ｍＮｂ 　 １×１
０７

１×１０
４

９４Ｎｂ 　 １×１
０６

１×１０
１

９５Ｎｂ 　 １×１
０６

１×１０
１

９５ｍＮｂ 　 １×１
０７

１×１０
２

９６Ｎｂ 　 １×１
０５

１×１０
１

９７Ｎｂ 　 １×１
０６

１×１０
１

９８Ｎｂ 　 １×１
０５

１×１０
１

９０Ｍｏ 　 １×１
０６

１×１０
１

９３Ｍｏ 　 １×１
０８

１×１０
３

９３ｍＭｏ 　 １×１
０６

１×１０
１

９９Ｍｏ 　 １×１
０６

１×１０
２

１０１Ｍｏ 　 １×１
０６

１×１０
１

９３Ｔｃ 　 １×１
０６

１×１０
１

９３ｍＴｃ 　 １×１
０６

１×１０
１
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９４Ｔｃ 　 １×１
０６

１×１０
１

９４ｍＴｃ 　 １×１
０５

１×１０
１

９５Ｔｃ 　 １×１
０６

１×１０
１

９５ｍＴｃ 放射平衡中の子孫核種を含む。 １×１
０６

１×１０
１

９６Ｔｃ 　 １×１
０６

１×１０
１

９６ｍＴｃ 　 １×１
０７

１×１０
３

９７Ｔｃ 　 １×１
０８

１×１０
３

９７ｍＴｃ 　 １×１
０７

１×１０
３

９８Ｔｃ 　 １×１
０６

１×１０
１

９９Ｔｃ 　 １×１
０７

１×１０
４

９９ｍＴｃ 　 １×１
０７

１×１０
２

１０１Ｔｃ 　 １×１
０６

１×１０
２

１０４Ｔｃ 　 １×１
０５

１×１０
１

９４Ｒｕ 　 １×１
０６

１×１０
２

９７Ｒｕ 　 １×１
０７

１×１０
２

１０３Ｒｕ 　 １×１
０６

１×１０
２
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１０５Ｒｕ 　 １×１
０６

１×１０
１

１０６Ｒｕ 放射平衡中の子孫核種を含む。 １×１
０５

１×１０
２

９９Ｒｈ 　 １×１
０６

１×１０
１

９９ｍＲｈ 　 １×１
０６

１×１０
１

１００Ｒｈ 　 １×１
０６

１×１０
１

１０１Ｒｈ 　 １×１
０７

１×１０
２

１０１ｍＲｈ 　 １×１
０７

１×１０
２

１０２Ｒｈ 　 １×１
０６

１×１０
１

１０２ｍＲｈ 　 １×１
０６

１×１０
２

１０３ｍＲｈ 　 １×１
０８

１×１０
４

１０５Ｒｈ 　 １×１
０７

１×１０
２

１０６ｍＲｈ 　 １×１
０５

１×１０
１

１０７Ｒｈ 　 １×１
０６

１×１０
２

１００Ｐｄ 　 １×１
０７

１×１０
２

１０１Ｐｄ 　 １×１
０６

１×１０
２

１０３Ｐｄ 　 １×１
０８

１×１０
３

　 １×１ １×１０
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１０７Ｐｄ ０８ ５

１０９Ｐｄ 　 １×１
０６

１×１０
３

１０２Ａｇ 　 １×１
０５

１×１０
１

１０３Ａｇ 　 １×１
０６

１×１０
１

１０４Ａｇ 　 １×１
０６

１×１０
１

１０４ｍＡｇ 　 １×１
０６

１×１０
１

１０５Ａｇ 　 １×１
０６

１×１０
２

１０６Ａｇ 　 １×１
０６

１×１０
１

１０６ｍＡｇ 　 １×１
０６

１×１０
１

１０８ｍＡｇ 放射平衡中の子孫核種を含む。 １×１
０６

１×１０
１

１１０ｍＡｇ 　 １×１
０６

１×１０
１

１１１Ａｇ 　 １×１
０６

１×１０
３

１１２Ａｇ 　 １×１
０５

１×１０
１

１１５Ａｇ 　 １×１
０５

１×１０
１

１０４Ｃｄ 　 １×１
０７

１×１０
２

１０７Ｃｄ 　 １×１
０７

１×１０
３
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１０９Ｃｄ 　 １×１
０６

１×１０
４

１１３Ｃｄ 　 １×１
０６

１×１０
３

１１３ｍＣｄ 　 １×１
０６

１×１０
３

１１５Ｃｄ 　 １×１
０６

１×１０
２

１１５ｍＣｄ 　 １×１
０６

１×１０
３

１１７Ｃｄ 　 １×１
０６

１×１０
１

１１７ｍＣｄ 　 １×１
０６

１×１０
１

１０９Ｉｎ 　 １×１
０６

１×１０
１

１１０Ｉｎ 物理的半減期が４．９０時間のもの １×１
０６

１×１０
１

１１０Ｉｎ 物理的半減期が１．１５時間のもの １×１
０５

１×１０
１

１１１Ｉｎ 　 １×１
０６

１×１０
２

１１２Ｉｎ 　 １×１
０６

１×１０
２

１１３ｍＩｎ 　 １×１
０６

１×１０
２

１１４Ｉｎ 　 １×１
０５

１×１０
３

１１４ｍＩｎ 　 １×１
０６

１×１０
２

１１５Ｉｎ 　 １×１
０５

１×１０
３

１１５ｍＩｎ 　 １×１ １×１０
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０６ ２

１１６ｍＩｎ 　 １×１
０５

１×１０
１

１１７Ｉｎ 　 １×１
０６

１×１０
１

１１７ｍＩｎ 　 １×１
０６

１×１０
２

１１９ｍＩｎ 　 １×１
０５

１×１０
２

１１０Ｓｎ 　 １×１
０７

１×１０
２

１１１Ｓｎ 　 １×１
０６

１×１０
２

１１３Ｓｎ 　 １×１
０７

１×１０
３

１１７ｍＳｎ 　 １×１
０６

１×１０
２

１１９ｍＳｎ 　 １×１
０７

１×１０
３

１２１Ｓｎ 　 １×１
０７

１×１０
５

１２１ｍＳｎ 放射平衡中の子孫核種を含む。 １×１
０７

１×１０
３

１２３Ｓｎ 　 １×１
０６

１×１０
３

１２３ｍＳｎ 　 １×１
０６

１×１０
２

１２５Ｓｎ 　 １×１
０５

１×１０
２

１２６Ｓｎ 放射平衡中の子孫核種を含む。 １×１
０５

１×１０
１

１２７Ｓｎ 　 １×１
０６

１×１０
１
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１２８Ｓｎ 　 １×１
０６

１×１０
１

１１５Ｓｂ 　 １×１
０６

１×１０
１

１１６Ｓｂ 　 １×１
０６

１×１０
１

１１６ｍＳｂ 　 １×１
０５

１×１０
１

１１７Ｓｂ 　 １×１
０７

１×１０
２

１１８ｍＳｂ 　 １×１
０６

１×１０
１

１１９Ｓｂ 　 １×１
０７

１×１０
３

１２０Ｓｂ 物理的半減期が５．７６日のもの １×１
０６

１×１０
１

１２０Ｓｂ 物理的半減期が０．２６５時間のも
の

１×１
０６

１×１０
２

１２２Ｓｂ 　 １×１
０４

１×１０
２

１２４Ｓｂ 　 １×１
０６

１×１０
１

１２４ｍＳｂ 　 １×１
０６

１×１０
２

１２５Ｓｂ 　 １×１
０６

１×１０
２

１２６Ｓｂ 　 １×１
０５

１×１０
１

１２６ｍＳｂ 　 １×１
０５

１×１０
１

１２７Ｓｂ 　 １×１
０６

１×１０
１
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１２８Ｓｂ 　 １×１
０５

１×１０
１

１２９Ｓｂ 　 １×１
０６

１×１０
１

１３０Ｓｂ 　 １×１
０５

１×１０
１

１３１Ｓｂ 　 １×１
０６

１×１０
１

１１６Ｔｅ 　 １×１
０７

１×１０
２

１２１Ｔｅ 　 １×１
０６

１×１０
１

１２１ｍＴｅ 　 １×１
０６

１×１０
２

１２３Ｔｅ 　 １×１
０６

１×１０
３

１２３ｍＴｅ 　 １×１
０７

１×１０
２

１２５ｍＴｅ 　 １×１
０７

１×１０
３

１２７Ｔｅ 　 １×１
０６

１×１０
３

１２７ｍＴｅ 　 １×１
０７

１×１０
３

１２９Ｔｅ 　 １×１
０６

１×１０
２

１２９ｍＴｅ 　 １×１
０６

１×１０
３

１３１Ｔｅ 　 １×１
０５

１×１０
２

１３１ｍＴｅ 　 １×１
０６

１×１０
１

１３２Ｔｅ 　 １×１ １×１０



2015/10/7 人事院規則一〇―五（職員の放射線障害の防止）

http://law.e­gov.go.jp/htmldata/S38/S38F04510005.html 30/61

０７ ２

１３３Ｔｅ 　 １×１
０５

１×１０
１

１３３ｍＴｅ 　 １×１
０５

１×１０
１

１３４Ｔｅ 　 １×１
０６

１×１０
１

１２０Ｉ 　 １×１
０５

１×１０
１

１２０ｍＩ 　 １×１
０５

１×１０
１

１２１Ｉ 　 １×１
０６

１×１０
２

１２３Ｉ 　 １×１
０７

１×１０
２

１２４Ｉ 　 １×１
０６

１×１０
１

１２５Ｉ 　 １×１
０６

１×１０
３

１２６Ｉ 　 １×１
０６

１×１０
２

１２８Ｉ 　 １×１
０５

１×１０
２

１２９Ｉ 　 １×１
０５

１×１０
２

１３０Ｉ 　 １×１
０６

１×１０
１

１３１Ｉ 　 １×１
０６

１×１０
２

１３２Ｉ 　 １×１
０５

１×１０
１

１３２ｍＩ 　 １×１ １×１０
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０６ ２

１３３Ｉ 　 １×１
０６

１×１０
１

１３４Ｉ 　 １×１
０５

１×１０
１

１３５Ｉ 　 １×１
０６

１×１０
１

１２０Ｘｅ 　 １×１
０９

１×１０
２

１２１Ｘｅ 　 １×１
０９

１×１０
２

１２２Ｘｅ 放射平衡中の子孫核種を含む。 １×１
０９

１×１０
２

１２３Ｘｅ 　 １×１
０９

１×１０
２

１２５Ｘｅ 　 １×１
０９

１×１０
３

１２７Ｘｅ 　 １×１
０５

１×１０
３

１２９ｍＸｅ 　 １×１
０４

１×１０
３

１３１ｍＸｅ 　 １×１
０４

１×１０
４

１３３Ｘｅ 　 １×１
０４

１×１０
３

１３３ｍＸｅ 　 １×１
０４

１×１０
３

１３５Ｘｅ 　 １×１
０１０

１×１０
３

１３５ｍＸｅ 　 １×１
０９

１×１０
２

１３８Ｘｅ 　 １×１ １×１０
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０９ ２

１２５Ｃｓ 　 １×１
０４

１×１０
１

１２７Ｃｓ 　 １×１
０５

１×１０
２

１２９Ｃｓ 　 １×１
０５

１×１０
２

１３０Ｃｓ 　 １×１
０６

１×１０
２

１３１Ｃｓ 　 １×１
０６

１×１０
３

１３２Ｃｓ 　 １×１
０５

１×１０
１

１３４Ｃｓ 　 １×１
０４

１×１０
１

１３４ｍＣｓ 　 １×１
０５

１×１０
３

１３５Ｃｓ 　 １×１
０７

１×１０
４

１３５ｍＣｓ 　 １×１
０６

１×１０
１

１３６Ｃｓ 　 １×１
０５

１×１０
１

１３７Ｃｓ 放射平衡中の子孫核種を含む。 １×１
０４

１×１０
１

１３８Ｃｓ 　 １×１
０４

１×１０
１

１２６Ｂａ 　 １×１
０７

１×１０
２

１２８Ｂａ 　 １×１
０７

１×１０
２

１３１Ｂａ 　 １×１
０６

１×１０
２
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１３１ｍＢａ 　 １×１
０７

１×１０
２

１３３Ｂａ 　 １×１
０６

１×１０
２

１３３ｍＢａ 　 １×１
０６

１×１０
２

１３５ｍＢａ 　 １×１
０６

１×１０
２

１３７ｍＢａ 　 １×１
０６

１×１０
１

１３９Ｂａ 　 １×１
０５

１×１０
２

１４０Ｂａ 放射平衡中の子孫核種を含む。 １×１
０５

１×１０
１

１４１Ｂａ 　 １×１
０５

１×１０
１

１４２Ｂａ 　 １×１
０６

１×１０
１

１３１Ｌａ 　 １×１
０６

１×１０
１

１３２Ｌａ 　 １×１
０６

１×１０
１

１３５Ｌａ 　 １×１
０７

１×１０
３

１３７Ｌａ 　 １×１
０７

１×１０
３

１３８Ｌａ 　 １×１
０６

１×１０
１

１４０Ｌａ 　 １×１
０５

１×１０
１

１４１Ｌａ 　 １×１
０５

１×１０
２

１４２Ｌａ 　 １×１ １×１０
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０５ １

１４３Ｌａ 　 １×１
０５

１×１０
２

１３４Ｃｅ 　 １×１
０７

１×１０
３

１３５Ｃｅ 　 １×１
０６

１×１０
１

１３７Ｃｅ 　 １×１
０７

１×１０
３

１３７ｍＣｅ 　 １×１
０６

１×１０
３

１３９Ｃｅ 　 １×１
０６

１×１０
２

１４１Ｃｅ 　 １×１
０７

１×１０
２

１４３Ｃｅ 　 １×１
０６

１×１０
２

１４４Ｃｅ 放射平衡中の子孫核種を含む。 １×１
０５

１×１０
２

１３６Ｐｒ 　 １×１
０５

１×１０
１

１３７Ｐｒ 　 １×１
０６

１×１０
２

１３８ｍＰｒ 　 １×１
０６

１×１０
１

１３９Ｐｒ 　 １×１
０７

１×１０
２

１４２Ｐｒ 　 １×１
０５

１×１０
２

１４２ｍＰｒ 　 １×１
０９

１×１０
７

１４３Ｐｒ 　 １×１ １×１０
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０６ ４

１４４Ｐｒ 　 １×１
０５

１×１０
２

１４５Ｐｒ 　 １×１
０５

１×１０
３

１４７Ｐｒ 　 １×１
０５

１×１０
１

１３６Ｎｄ 　 １×１
０６

１×１０
２

１３８Ｎｄ 　 １×１
０７

１×１０
３

１３９Ｎｄ 　 １×１
０６

１×１０
２

１３９ｍＮｄ 　 １×１
０６

１×１０
１

１４１Ｎｄ 　 １×１
０７

１×１０
２

１４７Ｎｄ 　 １×１
０６

１×１０
２

１４９Ｎｄ 　 １×１
０６

１×１０
２

１５１Ｎｄ 　 １×１
０５

１×１０
１

１４１Ｐｍ 　 １×１
０５

１×１０
１

１４３Ｐｍ 　 １×１
０６

１×１０
２

１４４Ｐｍ 　 １×１
０６

１×１０
１

１４５Ｐｍ 　 １×１
０７

１×１０
３

１４６Ｐｍ 　 １×１ １×１０
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０６ １

１４７Ｐｍ 　 １×１
０７

１×１０
４

１４８Ｐｍ 　 １×１
０５

１×１０
１

１４８ｍＰｍ 放射平衡中の子孫核種を含む。 １×１
０６

１×１０
１

１４９Ｐｍ 　 １×１
０６

１×１０
３

１５０Ｐｍ 　 １×１
０５

１×１０
１

１５１Ｐｍ 　 １×１
０６

１×１０
２

１４１Ｓｍ 　 １×１
０５

１×１０
１

１４１ｍＳｍ 　 １×１
０６

１×１０
１

１４２Ｓｍ 　 １×１
０７

１×１０
２

１４５Ｓｍ 　 １×１
０７

１×１０
２

１４６Ｓｍ 　 １×１
０５

１×１０
１

１４７Ｓｍ サマリウム中の１４７Ｓｍの天然の組
成を人為的に変えたもの

１×１
０４

１×１０
１

１４７Ｓｍ サマリウム中の１４７Ｓｍの天然の組
成を人為的に変えていないもの

１×１
０４

１．３×
１０２

１５１Ｓｍ 　 １×１
０８

１×１０
４

１５３Ｓｍ 　 １×１
０６

１×１０
２

１５５Ｓｍ 　 １×１ １×１０
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０６ ２

１５６Ｓｍ 　 １×１
０６

１×１０
２

１４５Ｅｕ 　 １×１
０６

１×１０
１

１４６Ｅｕ 　 １×１
０６

１×１０
１

１４７Ｅｕ 　 １×１
０６

１×１０
２

１４８Ｅｕ 　 １×１
０６

１×１０
１

１４９Ｅｕ 　 １×１
０７

１×１０
２

１５０Ｅｕ 物理的半減期が３４．２年のもの １×１
０６

１×１０
１

１５０Ｅｕ 物理的半減期が１２．６時間のもの １×１
０６

１×１０
３

１５２Ｅｕ 　 １×１
０６

１×１０
１

１５２ｍＥｕ 　 １×１
０６

１×１０
２

１５４Ｅｕ 　 １×１
０６

１×１０
１

１５５Ｅｕ 　 １×１
０７

１×１０
２

１５６Ｅｕ 　 １×１
０６

１×１０
１

１５７Ｅｕ 　 １×１
０６

１×１０
２

１５８Ｅｕ 　 １×１
０５

１×１０
１

１４５Ｇｄ 　 １×１ １×１０
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０５ １

１４６Ｇｄ 放射平衡中の子孫核種を含む。 １×１
０６

１×１０
１

１４７Ｇｄ 　 １×１
０６

１×１０
１

１４８Ｇｄ 　 １×１
０４

１×１０
１

１４９Ｇｄ 　 １×１
０６

１×１０
２

１５１Ｇｄ 　 １×１
０７

１×１０
２

１５２Ｇｄ 　 １×１
０４

１×１０
１

１５３Ｇｄ 　 １×１
０７

１×１０
２

１５９Ｇｄ 　 １×１
０６

１×１０
３

１４７Ｔｂ 　 １×１
０６

１×１０
１

１４９Ｔｂ 　 １×１
０６

１×１０
１

１５０Ｔｂ 　 １×１
０６

１×１０
１

１５１Ｔｂ 　 １×１
０６

１×１０
１

１５３Ｔｂ 　 １×１
０７

１×１０
２

１５４Ｔｂ 　 １×１
０６

１×１０
１

１５５Ｔｂ 　 １×１
０７

１×１０
２

１５６Ｔｂ 　 １×１ １×１０
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０６ １

１５６ｍＴｂ 物理的半減期が１．０２日のもの １×１
０７

１×１０
３

１５６ｍＴｂ 物理的半減期が５．００時間のもの １×１
０７

１×１０
４

１５７Ｔｂ 　 １×１
０７

１×１０
４

１５８Ｔｂ 　 １×１
０６

１×１０
１

１６０Ｔｂ 　 １×１
０６

１×１０
１

１６１Ｔｂ 　 １×１
０６

１×１０
３

１５５Ｄｙ 　 １×１
０６

１×１０
１

１５７Ｄｙ 　 １×１
０６

１×１０
２

１５９Ｄｙ 　 １×１
０７

１×１０
３

１６５Ｄｙ 　 １×１
０６

１×１０
３

１６６Ｄｙ 　 １×１
０６

１×１０
３

１５５Ｈｏ 　 １×１
０６

１×１０
２

１５７Ｈｏ 　 １×１
０６

１×１０
２

１５９Ｈｏ 　 １×１
０６

１×１０
２

１６１Ｈｏ 　 １×１
０７

１×１０
２

１６２Ｈｏ 　 １×１ １×１０
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０７ ２

１６２ｍＨｏ 　 １×１
０６

１×１０
１

１６４Ｈｏ 　 １×１
０６

１×１０
３

１６４ｍＨｏ 　 １×１
０７

１×１０
３

１６６Ｈｏ 　 １×１
０５

１×１０
３

１６６ｍＨｏ 　 １×１
０６

１×１０
１

１６７Ｈｏ 　 １×１
０６

１×１０
２

１６１Ｅｒ 　 １×１
０６

１×１０
１

１６５Ｅｒ 　 １×１
０７

１×１０
３

１６９Ｅｒ 　 １×１
０７

１×１０
４

１７１Ｅｒ 　 １×１
０６

１×１０
２

１７２Ｅｒ 　 １×１
０６

１×１０
２

１６２Ｔｍ 　 １×１
０６

１×１０
１

１６６Ｔｍ 　 １×１
０６

１×１０
１

１６７Ｔｍ 　 １×１
０６

１×１０
２

１７０Ｔｍ 　 １×１
０６

１×１０
３

１７１Ｔｍ 　 １×１
０８

１×１０
４
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１７２Ｔｍ 　 １×１
０６

１×１０
２

１７３Ｔｍ 　 １×１
０６

１×１０
２

１７５Ｔｍ 　 １×１
０６

１×１０
１

１６２Ｙｂ 　 １×１
０７

１×１０
２

１６６Ｙｂ 　 １×１
０７

１×１０
２

１６７Ｙｂ 　 １×１
０６

１×１０
２

１６９Ｙｂ 　 １×１
０７

１×１０
２

１７５Ｙｂ 　 １×１
０７

１×１０
３

１７７Ｙｂ 　 １×１
０６

１×１０
２

１７８Ｙｂ 　 １×１
０６

１×１０
３

１６９Ｌｕ 　 １×１
０６

１×１０
１

１７０Ｌｕ 　 １×１
０６

１×１０
１

１７１Ｌｕ 　 １×１
０６

１×１０
１

１７２Ｌｕ 　 １×１
０６

１×１０
１

１７３Ｌｕ 　 １×１
０７

１×１０
２

１７４Ｌｕ 　 １×１
０７

１×１０
２

　 １×１ １×１０
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１７４ｍＬｕ ０７ ２

１７６Ｌｕ 　 １×１
０６

１×１０
２

１７６ｍＬｕ 　 １×１
０６

１×１０
３

１７７Ｌｕ 　 １×１
０７

１×１０
３

１７７ｍＬｕ 　 １×１
０６

１×１０
１

１７８Ｌｕ 　 １×１
０５

１×１０
２

１７８ｍＬｕ 　 １×１
０５

１×１０
１

１７９Ｌｕ 　 １×１
０６

１×１０
３

１７０Ｈｆ 　 １×１
０６

１×１０
２

１７２Ｈｆ 放射平衡中の子孫核種を含む。 １×１
０６

１×１０
１

１７３Ｈｆ 　 １×１
０６

１×１０
２

１７５Ｈｆ 　 １×１
０６

１×１０
２

１７７ｍＨｆ 　 １×１
０５

１×１０
１

１７８ｍＨｆ 　 １×１
０６

１×１０
１

１７９ｍＨｆ 　 １×１
０６

１×１０
１

１８０ｍＨｆ 　 １×１
０６

１×１０
１
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１８１Ｈｆ 　 １×１
０６

１×１０
１

１８２Ｈｆ 　 １×１
０６

１×１０
２

１８２ｍＨｆ 　 １×１
０６

１×１０
１

１８３Ｈｆ 　 １×１
０６

１×１０
１

１８４Ｈｆ 　 １×１
０６

１×１０
２

１７２Ｔａ 　 １×１
０６

１×１０
１

１７３Ｔａ 　 １×１
０６

１×１０
１

１７４Ｔａ 　 １×１
０６

１×１０
１

１７５Ｔａ 　 １×１
０６

１×１０
１

１７６Ｔａ 　 １×１
０６

１×１０
１

１７７Ｔａ 　 １×１
０７

１×１０
２

１７８Ｔａ 　 １×１
０６

１×１０
１

１７９Ｔａ 　 １×１
０７

１×１０
３

１８０Ｔａ 　 １×１
０６

１×１０
１

１８０ｍＴａ 　 １×１
０７

１×１０
３

１８２Ｔａ 　 １×１
０４

１×１０
１

　 １×１ １×１０
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１８２ｍＴａ ０６ ２

１８３Ｔａ 　 １×１
０６

１×１０
２

１８４Ｔａ 　 １×１
０６

１×１０
１

１８５Ｔａ 　 １×１
０５

１×１０
２

１８６Ｔａ 　 １×１
０５

１×１０
１

１７６Ｗ 　 １×１
０６

１×１０
２

１７７Ｗ 　 １×１
０６

１×１０
１

１７８Ｗ 放射平衡中の子孫核種を含む。 １×１
０６

１×１０
１

１７９Ｗ 　 １×１
０７

１×１０
２

１８１Ｗ 　 １×１
０７

１×１０
３

１８５Ｗ 　 １×１
０７

１×１０
４

１８７Ｗ 　 １×１
０６

１×１０
２

１８８Ｗ 放射平衡中の子孫核種を含む。 １×１
０５

１×１０
２

１７７Ｒｅ 　 １×１
０６

１×１０
１

１７８Ｒｅ 　 １×１
０６

１×１０
１

１８１Ｒｅ 　 １×１
０６

１×１０
１

１８２Ｒｅ 　 １×１ １×１０
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０６ １

１８４Ｒｅ 　 １×１
０６

１×１０
１

１８４ｍＲｅ 　 １×１
０６

１×１０
２

１８６Ｒｅ 　 １×１
０６

１×１０
３

１８６ｍＲｅ 　 １×１
０７

１×１０
３

１８７Ｒｅ 　 １×１
０９

１×１０
６

１８８Ｒｅ 　 １×１
０５

１×１０
２

１８８ｍＲｅ 　 １×１
０７

１×１０
２

１８９Ｒｅ 放射平衡中の子孫核種を含む。 １×１
０６

１×１０
２

１８０Ｏｓ 　 １×１
０７

１×１０
２

１８１Ｏｓ 　 １×１
０６

１×１０
１

１８２Ｏｓ 　 １×１
０６

１×１０
２

１８５Ｏｓ 　 １×１
０６

１×１０
１

１８９ｍＯｓ 　 １×１
０７

１×１０
４

１９１Ｏｓ 　 １×１
０７

１×１０
２

１９１ｍＯｓ 　 １×１
０７

１×１０
３

１９３Ｏｓ 　 １×１ １×１０
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０６ ２

１９４Ｏｓ 放射平衡中の子孫核種を含む。 １×１
０５

１×１０
２

１８２Ｉｒ 　 １×１
０５

１×１０
１

１８４Ｉｒ 　 １×１
０６

１×１０
１

１８５Ｉｒ 　 １×１
０６

１×１０
１

１８６Ｉｒ 　 １×１
０６

１×１０
１

１８７Ｉｒ 　 １×１
０６

１×１０
２

１８８Ｉｒ 　 １×１
０６

１×１０
１

１８９Ｉｒ 放射平衡中の子孫核種を含む。 １×１
０７

１×１０
２

１９０Ｉｒ 　 １×１
０６

１×１０
１

１９０ｍＩｒ 物理的半減期が３．１０時間のもの １×１
０６

１×１０
１

１９０ｍＩｒ 物理的半減期が１．２０時間のもの １×１
０７

１×１０
４

１９２Ｉｒ 　 １×１
０４

１×１０
１

１９２ｍＩｒ 　 １×１
０７

１×１０
２

１９３ｍＩｒ 　 １×１
０７

１×１０
４

１９４Ｉｒ 　 １×１
０５

１×１０
２

１９４ｍＩｒ 　 １×１
０６

１×１０
１
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１９５Ｉｒ 　 １×１
０６

１×１０
２

１９５ｍＩｒ 　 １×１
０６

１×１０
２

１８６Ｐｔ 　 １×１
０６

１×１０
１

１８８Ｐｔ 放射平衡中の子孫核種を含む。 １×１
０６

１×１０
１

１８９Ｐｔ 　 １×１
０６

１×１０
２

１９１Ｐｔ 　 １×１
０６

１×１０
２

１９３Ｐｔ 　 １×１
０７

１×１０
４

１９３ｍＰｔ 　 １×１
０７

１×１０
３

１９５ｍＰｔ 　 １×１
０６

１×１０
２

１９７Ｐｔ 　 １×１
０６

１×１０
３

１９７ｍＰｔ 　 １×１
０６

１×１０
２

１９９Ｐｔ 　 １×１
０６

１×１０
２

２００Ｐｔ 　 １×１
０６

１×１０
２

１９３Ａｕ 　 １×１
０７

１×１０
２

１９４Ａｕ 　 １×１
０６

１×１０
１

１９５Ａｕ 　 １×１
０７

１×１０
２

１９８Ａｕ 　 １×１ １×１０
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０６ ２

１９８ｍＡｕ 　 １×１
０６

１×１０
１

１９９Ａｕ 　 １×１
０６

１×１０
２

２００Ａｕ 　 １×１
０５

１×１０
２

２００ｍＡｕ 　 １×１
０６

１×１０
１

２０１Ａｕ 　 １×１
０６

１×１０
２

１９３Ｈｇ 　 １×１
０６

１×１０
２

１９３ｍＨｇ 　 １×１
０６

１×１０
１

１９４Ｈｇ 放射平衡中の子孫核種を含む。 １×１
０６

１×１０
１

１９５Ｈｇ 　 １×１
０６

１×１０
２

１９５ｍＨｇ 放射平衡中の子孫核種を含む。 １×１
０６

１×１０
２

１９７Ｈｇ 　 １×１
０７

１×１０
２

１９７ｍＨｇ 　 １×１
０６

１×１０
２

１９９ｍＨｇ 　 １×１
０６

１×１０
２

２０３Ｈｇ 　 １×１
０５

１×１０
２

１９４Ｔｌ 　 １×１
０６

１×１０
１

１９４ｍＴｌ 　 １×１ １×１０
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０６ １

１９５Ｔｌ 　 １×１
０６

１×１０
１

１９７Ｔｌ 　 １×１
０６

１×１０
２

１９８Ｔｌ 　 １×１
０６

１×１０
１

１９８ｍＴｌ 　 １×１
０６

１×１０
１

１９９Ｔｌ 　 １×１
０６

１×１０
２

２００Ｔｌ 　 １×１
０６

１×１０
１

２０１Ｔｌ 　 １×１
０６

１×１０
２

２０２Ｔｌ 　 １×１
０６

１×１０
２

２０４Ｔｌ 　 １×１
０４

１×１０
４

１９５ｍＰｂ 　 １×１
０６

１×１０
１

１９８Ｐｂ 　 １×１
０６

１×１０
２

１９９Ｐｂ 　 １×１
０６

１×１０
１

２００Ｐｂ 　 １×１
０６

１×１０
２

２０１Ｐｂ 　 １×１
０６

１×１０
１

２０２Ｐｂ 　 １×１
０６

１×１０
３

２０２ｍＰｂ 　 １×１ １×１０
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０６ １

２０３Ｐｂ 　 １×１
０６

１×１０
２

２０５Ｐｂ 　 １×１
０７

１×１０
４

２０９Ｐｂ 　 １×１
０６

１×１０
５

２１０Ｐｂ 放射平衡中の子孫核種を含む。 １×１
０４

１×１０
１

２１１Ｐｂ 　 １×１
０６

１×１０
２

２１２Ｐｂ 放射平衡中の子孫核種を含む。 １×１
０５

１×１０
１

２１４Ｐｂ 　 １×１
０６

１×１０
２

２００Ｂｉ 　 １×１
０６

１×１０
１

２０１Ｂｉ 　 １×１
０６

１×１０
１

２０２Ｂｉ 　 １×１
０６

１×１０
１

２０３Ｂｉ 　 １×１
０６

１×１０
１

２０５Ｂｉ 　 １×１
０６

１×１０
１

２０６Ｂｉ 　 １×１
０５

１×１０
１

２０７Ｂｉ 　 １×１
０６

１×１０
１

２１０Ｂｉ 　 １×１
０６

１×１０
３

２１０ｍＢｉ 放射平衡中の子孫核種を含む。 １×１ １×１０
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０５ １

２１２Ｂｉ 放射平衡中の子孫核種を含む。 １×１
０５

１×１０
１

２１３Ｂｉ 　 １×１
０６

１×１０
２

２１４Ｂｉ 　 １×１
０５

１×１０
１

２０３Ｐｏ 　 １×１
０６

１×１０
１

２０５Ｐｏ 　 １×１
０６

１×１０
１

２０６Ｐｏ 　 １×１
０６

１×１０
１

２０７Ｐｏ 　 １×１
０６

１×１０
１

２０８Ｐｏ 　 １×１
０４

１×１０
１

２０９Ｐｏ 　 １×１
０４

１×１０
１

２１０Ｐｏ 　 １×１
０４

１×１０
１

２０７Ａｔ 　 １×１
０６

１×１０
１

２１１Ａｔ 　 １×１
０７

１×１０
３

２２０Ｒｎ 放射平衡中の子孫核種を含む。 １×１
０７

１×１０
４

２２２Ｒｎ 放射平衡中の子孫核種を含む。 １×１
０８

１×１０
１

２２２Ｆｒ 　 １×１
０５

１×１０
３

２２３Ｆｒ 　 １×１
０６

１×１０
２
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２２３Ｒａ 放射平衡中の子孫核種を含む。 １×１
０５

１×１０
２

２２４Ｒａ 放射平衡中の子孫核種を含む。 １×１
０５

１×１０
１

２２５Ｒａ 　 １×１
０５

１×１０
２

２２６Ｒａ 放射平衡中の子孫核種を含む。 １×１
０４

１×１０
１

２２７Ｒａ 　 １×１
０６

１×１０
２

２２８Ｒａ 放射平衡中の子孫核種を含む。 １×１
０５

１×１０
１

２２４Ａｃ 　 １×１
０６

１×１０
２

２２５Ａｃ 放射平衡中の子孫核種を含む。 １×１
０４

１×１０
１

２２６Ａｃ 　 １×１
０５

１×１０
２

２２７Ａｃ 放射平衡中の子孫核種を含む。 １×１
０３

１×１０
―１

２２８Ａｃ 　 １×１
０６

１×１０
１

２２７Ｐａ 　 １×１
０６

１×１０
３

２２８Ｐａ 　 １×１
０６

１×１０
１

２３０Ｐａ 　 １×１
０６

１×１０
１

２３１Ｐａ 　 １×１
０３

１×１０
０

２３２Ｐａ 　 １×１
０６

１×１０
１

２３３Ｐａ 　 １×１ １×１０
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０７ ２

２３４Ｐａ 　 １×１
０６

１×１０
１

２３２Ｎｐ 　 １×１
０６

１×１０
１

２３３Ｎｐ 　 １×１
０７

１×１０
２

２３４Ｎｐ 　 １×１
０６

１×１０
１

２３５Ｎｐ 　 １×１
０７

１×１０
３

２３６Ｎｐ 物理的半減期が１．１５×１０５年の
もの

１×１
０５

１×１０
２

２３６Ｎｐ 物理的半減期が２２．５時間のもの １×１
０７

１×１０
３

２３７Ｎｐ 放射平衡中の子孫核種を含む。 １×１
０３

１×１０
０

２３８Ｎｐ 　 １×１
０６

１×１０
２

２３９Ｎｐ 　 １×１
０７

１×１０
２

２４０Ｎｐ 　 １×１
０６

１×１０
１

２３７Ａｍ 　 １×１
０６

１×１０
２

２３８Ａｍ 　 １×１
０６

１×１０
１

２３９Ａｍ 　 １×１
０６

１×１０
２

２４０Ａｍ 　 １×１
０６

１×１０
１

２４１Ａｍ 　 １×１ １×１０
０
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０４

２４２Ａｍ 　 １×１
０６

１×１０
３

２４２ｍＡｍ 放射平衡中の子孫核種を含む。 １×１
０４

１×１０
０

２４３Ａｍ 放射平衡中の子孫核種を含む。 １×１
０３

１×１０
０

２４４Ａｍ 　 １×１
０６

１×１０
１

２４４ｍＡｍ 　 １×１
０７

１×１０
４

２４５Ａｍ 　 １×１
０６

１×１０
３

２４６Ａｍ 　 １×１
０５

１×１０
１

２４６ｍＡｍ 　 １×１
０６

１×１０
１

２３８Ｃｍ 　 １×１
０７

１×１０
２

２４０Ｃｍ 　 １×１
０５

１×１０
２

２４１Ｃｍ 　 １×１
０６

１×１０
２

２４２Ｃｍ 　 １×１
０５

１×１０
２

２４３Ｃｍ 　 １×１
０４

１×１０
０

２４４Ｃｍ 　 １×１
０４

１×１０
１

２４５Ｃｍ 　 １×１
０３

１×１０
０

２４６Ｃｍ 　 １×１
０３

１×１０
０
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２４７Ｃｍ 　 １×１
０４

１×１０
０

２４８Ｃｍ 　 １×１
０３

１×１０
０

２４９Ｃｍ 　 １×１
０６

１×１０
３

２５０Ｃｍ 　 １×１
０３

１×１０
―１

２４５Ｂｋ 　 １×１
０６

１×１０
２

２４６Ｂｋ 　 １×１
０６

１×１０
１

２４７Ｂｋ 　 １×１
０４

１×１０
０

２４９Ｂｋ 　 １×１
０６

１×１０
３

２５０Ｂｋ 　 １×１
０６

１×１０
１

２４４Ｃｆ 　 １×１
０７

１×１０
４

２４６Ｃｆ 　 １×１
０６

１×１０
３

２４８Ｃｆ 　 １×１
０４

１×１０
１

２４９Ｃｆ 　 １×１
０３

１×１０
０

２５０Ｃｆ 　 １×１
０４

１×１０
１

２５１Ｃｆ 　 １×１
０３

１×１０
０

２５２Ｃｆ 　 １×１
０４

１×１０
１
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２５３Ｃｆ 　 １×１
０５

１×１０
２

２５４Ｃｆ 　 １×１
０３

１×１０
０

２５０Ｅｓ 　 １×１
０６

１×１０
２

２５１Ｅｓ 　 １×１
０７

１×１０
２

２５３Ｅｓ 　 １×１
０５

１×１０
２

２５４Ｅｓ 　 １×１
０４

１×１０
１

２５４ｍＥｓ 　 １×１
０６

１×１０
２

２５２Ｆｍ 　 １×１
０６

１×１０
３

２５３Ｆｍ 　 １×１
０６

１×１０
２

２５４Ｆｍ 　 １×１
０７

１×１０
４

２５５Ｆｍ 　 １×１
０６

１×１０
３

２５７Ｆｍ 　 １×１
０５

１×１０
１

２５７Ｍｄ 　 １×１
０７

１×１０
２

２５８Ｍｄ 　 １×１
０５

１×１０
２

その他の放射性同位元素（別表
第二に掲げるものを除く。）

アルファ線を放出するもの １×１
０３

１×１０
―１

アルファ線を放出しないもの １×１
０４

１×１０
―１
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備考
　１　濃度の単位Ｂｑ／ｇは、ベクレル毎グラムを示す。
　２　第２欄及び第３欄に掲げる数量及び濃度について、放射平衡に含める親核種と子孫核
種は次表による。 
親核種 子孫核種
２８Ｍ
ｇ

２８Ａｌ

４４Ｔ
ｉ

４４Ｓｃ

６０Ｆ
ｅ

６０ｍＣｏ

６８Ｇ
ｅ

６８Ｇａ

８３Ｒ
ｂ

８３ｍＫｒ

８２Ｓ
ｒ

８２Ｒｂ

９０Ｓ
ｒ

９０Ｙ

８７Ｙ ８７ｍＳｒ
９３Ｚ
ｒ

９３ｍＮｂ

９７Ｚ
ｒ

９７Ｎｂ

９５ｍＴ
ｃ

９５Ｔｃ（０．０４）

１０６Ｒ
ｕ

１０６Ｒｈ

１０８ｍ

Ａｇ
１０８Ａｇ（０．０８９）

１２１ｍ

Ｓｎ
１２１Ｓｎ（０．７７６）

１２６Ｓ
ｎ

１２６ｍＳｂ
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１２２Ｘ
ｅ

１２２Ｉ

１３７Ｃ
ｓ

１３７ｍＢａ

１４０Ｂ
ａ

１４０Ｌａ

１４４Ｃ
ｅ

１４４Ｐｒ

１４８ｍ

Ｐｍ
１４８Ｐｍ（０．０４６）

１４６Ｇ
ｄ

１４６Ｅｕ

１７２Ｈ
ｆ

１７２Ｌｕ

１７８Ｗ １７８Ｔａ
１８８Ｗ １８８Ｒｅ
１８９Ｒ
ｅ

１８９ｍＯｓ（０．２４１）

１９４Ｏ
ｓ

１９４Ｉｒ

１８９Ｉ
ｒ

１８９ｍＯｓ

１８８Ｐ
ｔ

１８８Ｉｒ

１９４Ｈ
ｇ

１９４Ａｕ

１９５ｍ

Ｈｇ
１９５Ｈｇ（０．５４２）

２１０Ｐ
ｂ

２１０Ｂｉ、２１０Ｐｏ

２１２Ｐ
ｂ

２１２Ｂｉ、２０８Ｔｌ（０．３６）、２１２Ｐｏ（０．６４）
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２１０ｍ

Ｂｉ
２０６Ｔｌ

２１２Ｂ
ｉ

２０８Ｔｌ（０．３６）、２１２Ｐｏ（０．６４）

２２０Ｒ
ｎ

２１６Ｐｏ

２２２Ｒ
ｎ

２１８Ｐｏ、２１４Ｐｂ、２１４Ｂｉ、２１４Ｐｏ

２２３Ｒ
ａ

２１９Ｒｎ、２１５Ｐｏ、２１１Ｐｂ、２１１Ｂｉ、２０７Ｔｌ

２２４Ｒ
ａ

２２０Ｒｎ、２１６Ｐｏ、２１２Ｐｂ、２１２Ｂｉ、２０８Ｔｌ（０．３６）、２１２

Ｐｏ（０．６４）
２２６Ｒ
ａ

２２２Ｒｎ、２１８Ｐｏ、２１４Ｐｂ、２１４Ｂｉ、２１４Ｐｏ、２１０Ｐｂ、２１０Ｂ
ｉ、２１０Ｐｏ

２２８Ｒ
ａ

２２８Ａｃ

２２５Ａ
ｃ

２２１Ｆｒ、２１７Ａｔ、２１３Ｂｉ、２１３Ｐｏ（０．９７８）、２０９Ｔｌ（０．
０２１６）、２０９Ｐｂ（０．９７８）

２２７Ａ
ｃ

２２３Ｆｒ（０．０１３８）

２３７Ｎ
ｐ

２３３Ｐａ

２４２ｍ

Ａｍ
２４２Ａｍ

２４３Ａ
ｍ

２３９Ｎｐ

別表第二　（第三条関係） 

第１欄 第２欄

放射性同位元素
の種類

数量（Ｂｑ）

Ｔｈ ３．７×１０６
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Ｕ ３．７×１０６

Ｐｕ ３．７×１０３（ただし、２４３Ｐｕ、２４５Ｐｕ及び２４６Ｐｕにあつて
は、３．７×１０５）

　　　附　則　（昭和六三年一〇月一日人事院規則一〇―五―一）　抄 

（施行期日）
１ 　この規則は、昭和六十四年四月一日から施行する。

　　　附　則　（平成一三年一月一九日人事院規則一―三四）　抄 

（施行期日）
１ 　この規則は、平成十三年四月一日から施行する。

　　　附　則　（平成一三年三月二七日人事院規則一〇―五―二）　抄 

（施行期日）
１ 　この規則は、平成十三年四月一日から施行する。
（経過措置）

２ 　この規則の施行の際現に設置されている放射線施設内にある管理区域については、こ
の規則による改正後の規則一〇―五第三条第三項の規定にかかわらず、平成十五年三月三
十一日までの間は、なお従前の例による。

　　　附　則　（平成一四年七月二六日人事院規則一〇―五―三） 

　この規則は、公布の日から施行する。 
　　　附　則　（平成一七年六月一日人事院規則一〇―五―四） 

（施行期日）
１ 　この規則は、公布の日から施行する。
（経過措置）

２ 　この規則の施行により新たに改正後の規則一〇―五第三条第二項に規定する放射性物
質となるもの（以下「新放射性物質」という。）のみを装備している機器又は新放射性物
質のみが密封されたもので、この規則の施行日前に製造され、又は輸入されたもの及びこ
れらのものと同一の型式のものであって平成十九年四月一日前に製造され、又は輸入され
たものについては、改正後の規則一〇―五の規定は、適用しない。

　　　附　則　（平成一九年一月九日人事院規則一―四七）　抄 
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（施行期日）
１ 　この規則は、公布の日から施行する。

　　　附　則　（平成二一年一一月二七日人事院規則一〇―四―一七）　抄 

（施行期日）
１ 　この規則は、平成二十二年四月一日から施行する。

　　　附　則　（平成二三年三月一七日人事院規則一〇―五―五） 

　この規則は、公布の日から施行する。 
　　　附　則　（平成二三年一一月一日人事院規則一〇―五―六） 

　この規則は、公布の日から施行する。 
　　　附　則　（平成二三年一二月二六日人事院規則一〇―五―七） 

　この規則は、公布の日から施行する。 
　　　附　則　（平成二三年一二月二八日人事院規則一〇―一三）　抄 

（施行期日）
第一条 　この規則は、平成二十四年一月一日から施行する。

　　　附　則　（平成二四年三月三〇日人事院規則一〇―五―八） 

　この規則は、平成二十四年四月一日から施行する。 
　　　附　則　（平成二四年六月二九日人事院規則一〇―一三―一）　抄 

（施行期日）
第一条 　この規則は、平成二十四年七月一日から施行する。


